
会社名 株式会社トーシンホールディングス

代表者名 代表取締役社長　　石田　雅文

（コード：9444　東証スタンダード市場）

問合せ先 取締役副社長兼管理部長　旭　萌々子

（TEL．052－262－1122）

2025年10月31日

各　位

（訂正)「2022年４月期　第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について

当社は、2022年３月15日に公表しました「2022年４月期　第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の記載内容につ

きまして、一部訂正すべき事項がありましたので、下記のとおり訂正いたします。

記

１．訂正の内容と理由

当社の連結子会社である株式会社トーシンモバイルにおいて、代理店向けの代理店精算）において、財務報告用資料と

実際の代理店精算用資料の２種類が存在しており、かつ財務報告用資料において代理店向けの端末販売等の売上高が過大

計上となっており、その結果として帳簿上未回収となっている売掛金が存在している事実が判明いたしました。これに伴

い当社は、本件の事実関係及びその内容について、調査とその根本原因を究明し、再発防止を図るため、外部専門家によ

る調査が必要であると判断し、2025年５月９日に第三者調査委員会を設置し、調査を進めてまいりました。

2025年８月29日に同委員会より調査報告書を受領し、株式会社トーシンモバイルにおける2020年４月期から2025年４月

期第３四半期までの期間において、代理店向けの端末販売等の売上高の過大計上その他不適切な会計処理が判明いたしま

した。

上記の調査結果等を踏まえて、当社は、本日、過年度有価証券報告書等の訂正報告書については東海財務局に提出する

とともに、過年度の通期決算短信及び四半期決算短信についても訂正いたしました。

２．訂正箇所

次ページ以降に訂正後の「2022年４月期　第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」を添付し、訂正箇所には下線を

付しております。

株主・投資家の皆様をはじめ、関係者の皆様には多大なご迷惑、ご心配をおかけしますことを深くお詫び申し上げま

す。

以上
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　　（訂正後）

2022年４月期  第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）
2022年３月15日

上場会社名 株式会社トーシンホールディングス 上場取引所  東

コード番号 9444 ＵＲＬ  http://www.toshin-group.com/

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）石田　雅文

問合せ先責任者 （役職名）取締役副社長兼管理部長 （氏名）旭　萌々子 ＴＥＬ  052-262-1122

四半期報告書提出予定日 2022年３月16日

配当支払開始予定日 －

四半期決算補足説明資料作成の有無：無

四半期決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年４月期第３四半期 12,897 △14.9 404 △23.1 363 △24.3 297 △32.7

2021年４月期第３四半期 15,148 △6.0 525 58.0 480 70.5 441 139.0

（注）包括利益 2022年４月期第３四半期 299百万円（△33.4％） 2021年４月期第３四半期 449百万円（135.5％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年４月期第３四半期 45.96 －

2021年４月期第３四半期 68.85 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年４月期第３四半期 23,004 2,915 12.6 448.61

2021年４月期 23,338 2,780 11.8 424.67

（参考）自己資本 2022年４月期第３四半期 2,900百万円 2021年４月期 2,746百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年４月期 － 12.00 － 10.00 22.00

2022年４月期 － 12.00 －

2022年４月期（予想） 10.00 22.00

１．2022年４月期第３四半期の連結業績（2021年５月１日～2022年１月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無
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①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年４月期３Ｑ 6,536,800株 2021年４月期 6,536,800株

②  期末自己株式数 2022年４月期３Ｑ 70,601株 2021年４月期 70,021株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年４月期３Ｑ 6,466,494株 2021年４月期３Ｑ 6,411,530株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）　　　　　　　　　　　　　　 、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．６「四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項　（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）をご覧下さい。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　通期業績予想につきましては、現時点において合理的な業績予想の算定が困難であるため、開示を見送らせて頂き

ます。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,576,367 2,632,247

売掛金 2,603,710 2,518,424

商品及び製品 432,561 230,743

原材料及び貯蔵品 19,211 16,866

その他 75,499 47,497

流動資産合計 6,707,349 5,445,778

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 9,065,587 9,216,774

減価償却累計額 △2,783,375 △3,001,013

建物及び構築物（純額） 6,282,211 6,215,760

土地 9,317,205 9,503,536

その他 1,138,142 2,063,479

減価償却累計額 △718,271 △763,765

その他（純額） 419,870 1,299,714

有形固定資産合計 16,019,287 17,019,011

無形固定資産 150,547 150,547

投資その他の資産 455,678 384,873

固定資産合計 16,625,513 17,554,432

繰延資産 5,926 4,235

資産合計 23,338,788 23,004,447

四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年１月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,590,390 1,552,940

短期借入金 4,300,000 4,300,000

１年内返済予定の長期借入金 869,865 1,000,611

１年内償還予定の社債 － 200,000

未払法人税等 192,955 149,751

賞与引当金 33,800 22,447

その他 746,390 1,300,057

流動負債合計 8,733,401 8,525,808

固定負債

社債 700,000 500,000

長期借入金 8,281,157 9,285,494

退職給付に係る負債 29,557 31,440

役員退職慰労引当金 1,102,608 122,640

資産除去債務 22,694 22,157

その他 1,688,708 1,601,031

固定負債合計 11,824,725 11,562,762

負債合計 20,558,126 20,088,570

純資産の部

株主資本

資本金 742,099 742,099

資本剰余金 880,617 880,617

利益剰余金 1,149,835 1,304,753

自己株式 △48,646 △49,006

株主資本合計 2,723,905 2,878,463

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 22,363 22,348

その他の包括利益累計額合計 22,363 22,348

新株予約権 20,548 －

非支配株主持分 13,844 15,063

純資産合計 2,780,661 2,915,876

負債純資産合計 23,338,788 23,004,447
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年５月１日
　至　2021年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年５月１日

　至　2022年１月31日)

売上高 15,148,815 12,897,607

売上原価 12,562,739 9,996,839

売上総利益 2,586,075 2,900,767

販売費及び一般管理費 2,060,682 2,496,582

営業利益 525,392 404,185

営業外収益

受取利息及び配当金 1,683 1,544

デリバティブ評価益 4,438 9,370

敷金償却収入 3,253 －

その他 27,808 25,289

営業外収益合計 37,184 36,204

営業外費用

支払利息 73,610 72,635

その他 8,208 3,979

営業外費用合計 81,819 76,615

経常利益 480,758 363,773

特別利益

固定資産売却益 － 2,747

新株予約権戻入益 13,368 20,548

投資有価証券売却益 8,184 －

受取保険金 － 58,942

特別利益合計 21,553 82,238

特別損失

固定資産売却損 5,245 －

固定資産除却損 697 0

特別損失合計 5,942 0

税金等調整前四半期純利益 496,369 446,012

法人税等 52,095 146,900

四半期純利益 444,273 299,111

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,863 1,219

親会社株主に帰属する四半期純利益 441,410 297,186

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年５月１日
　至　2021年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年５月１日

　至　2022年１月31日)

四半期純利益 444,273 299,111

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4,849 △14

その他の包括利益合計 4,849 △14

四半期包括利益 449,123 299,097

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 446,260 297,172

非支配株主に係る四半期包括利益 2,863 1,924

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、移動体通信事業に係る収益について、従来は顧客から受け取る対価の総額で収益を認識しており

ましたが、顧客への財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引については、顧

客から受け取る額から仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識することとしております。また、携帯電話

等端末販売時に係る顧客へのサービス等の還元が、取引価格を算定するうえで実質的に値引と判断されるものに

ついては、売上高から減額する方法に変更いたしました。

　また、収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っており、第１四半期連結累計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第

１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ま

た、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前まで従前の取扱いに

従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約について、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は3,697,471千円減少し、売上原価は同額減少しておりますが、

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。また、期首利益剰余金に与える影響

はありません。

　さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載し

ておりません。

　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。
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(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）

合計移動体
通信関連

事業

不動産
事業

リゾート
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 13,529,565 542,901 1,051,864 15,124,331 24,484 15,148,815

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 13,529,565 542,901 1,051,864 15,124,331 24,484 15,148,815

セグメント利益 265,164 242,291 177,496 684,952 △27,549 657,402

　（単位：千円）

　利益 　金額

　報告セグメント計

  「その他」の区分の利益

　セグメント間取引消去

　全社費用（注）

684,952

△27,549

－

△176,644

　四半期連結損益計算書の経常利益 480,758

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年５月１日　至　2021年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲料水の販売、ゴルフ用品販売、ゴ

ルフレッスン施設収入、太陽光売電収入等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

　（差異調整に関する事項）

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、営業外収益及び営業外費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注）

合計移動体
通信関連

事業

不動産
事業

リゾート
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 11,149,685 544,556 1,199,444 12,893,686 3,920 12,897,607

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 11,149,685 544,556 1,199,444 12,893,686 3,920 12,897,607

セグメント利益 181,606 249,080 154,778 585,465 △35,082 550,382

　（単位：千円）

　利益 　金額

　報告セグメント計

  「その他」の区分の利益

　セグメント間取引消去

　全社費用（注）

585,465

△35,082

－

△187,314

　四半期連結損益計算書の経常利益 363,068

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年５月１日　至　2022年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲料水の販売、ゴルフ用品販売、ゴ

ルフレッスン施設収入、太陽光売電収入等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

　（差異調整に関する事項）

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、営業外収益及び営業外費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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